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総合技術研究所

1まえがき
最近の電力系統は， 電源の大規模化・遠隔化と

送電線潮流の増大によって， 系統安定度は一段と

厳しさを増している。 系統安定度の向上対策とし

ては， これまでに制動抵抗装置(SDR)，直列コ

ンデンサ (SrC)，および発電機励磁補償制御装置

(PSS)等が適用され， 効果をあげている。 し

かし， 将来の過酷な安定度問題に対処するために

は， さらに新たな 安定化対策 の開発が必要 で あ

り， こ の た び静止形機器に よ る 中間調相設備

(SVC) の実用化研究に着手した。今回は， S

vcによる系統安定度向上効果について研究結果

の概要を紹介する。

2 SV C の原理

SVC は， 送電系統の電圧変化に応

力を連続的に調整するもので， 代表的な回路方式

を第1図に示す。

式

サ

御制クJ

1
ー
ー
11

�
a”
r
I
I
I
I
I
I
I

T
I
I
I
I
J

スー

一

イ

ー

サ

一丁
サイリスタ変挽式

てよし--

,..---
lvc 

I三---」

御
囲

制
範
↓

の
能

C
可

＞
 
s

 
、
,

1

1

,
＇

、

ヵ庵

ヽ
ヽ

[心

ヽ

進

スロ ープリアククンス
（△V／△Q) 

こ← 一f
ープ

/I / I 系統電圧
？低下→Q供給

// ! 叫上昇→Q吸収

/ 1-
。 +Q

第2図 SVCの綱鋼特性

�
LI
II
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1
1
L

源

；

屯jj
 

子原

系Vc

CB1 CB2 

直流リアクトル

第1図 SVCの固路方式

このような静止形装置は，従来の回転形装置（同

期調相機）よりも速応性があり， かつ経済的にも

優れている。 このSVCを送電系統の中間に設置

して系統電圧を一定値に制御すれば， 送電線の安

定極限電力を理論的には2倍に増加することがで

きる。

3 SVC による安定度向上効果

SVC は， 系統電圧に応じて無効電力を進み，

または遅れ側に連続的に調整するため， 第2図に

示す電圧ー無効電力制御特性をもつ必要がある。

このような制御特性をもつSVCによる安定度

向上効果を， 第3図の条件により電子計算機を使

って解析した。

この結果， 送電線の過渡安定極限電力は， sv
Cの設置容量にほぼ比例して増加し， その増分は

SVC 容量の50-80％相当の値を期待できること

がわかった（第4図）。 また， 送電系統の電力動

揺抑制には， SVCのスロープリアククンスを小

さく選定するか， または第5図に示すように制御

回路に補助信号を導入するのが効果的である。

4,000 

安
定3,000

『 2,000

(MW)l,000 

（故障条件）
3 相故障発生→0.07秒→しゃ断器CBぃ

CB2動作

第3図 モデル系統

500 1,OOO 
SVC容量(MVA)

第4図 安定度向上効果 第5図 安定化制舞

4あとがき
SVC は将来の安定度向上対策として有効な装

置であるとの結論を得た。今後， 装置設計嬰作に

関する研究を進め， 実用化を図る。

（電気第一研究室）
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